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受
付
期
間

　

平
成
24
年
１
月
４
日（
水
）

 

〜
10
日（
火
）

基
準
日　

平
成
24
年
１
月
１
日

有
効
期
限　

１
年

資
格
要
件

①
二
本
松
市
民
で
あ
る
。

②
年
齢
が
20
歳
以
上
で
あ
る
。

　
（
平
成
４
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
）

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

・
10
ア
ー
ル
以
上
の
耕
作
の
業
務

を
営
む
方
。
た
だ
し
、
同
居
の

親
族
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
は
年

間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
し

て
い
る
こ
と
。

・
10
ア
ー
ル
以
上
の
耕
作
の
業
務

を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
、
社
員
ま
た
は
株
主
で
、
年

間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に

従
事
す
る
方
。

申
請
方
法

　

各
地
区
の
農
事
組
合
長
か
ら
配

付
さ
れ
る
申
請
書
に
記
入
の
う
え
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
農
事
組

合
等
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

個
々
に
郵
送
し
ま
す
。）

そ
の
他

　

平
成
24
年
は
任
期
満
了
に
よ
る

「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
」が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
本
申
請
を
行
わ
な
い
方

は
選
挙
権
・
被
選
挙
権（
一
部
例

外
を
除
く
）を
有
す
る
こ
と
に
な

り
ま
せ
ん
。

※
資
格
要
件
を
満
た
す
方
で
、
申

請
書
が
届
か
な
い
方
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎（
55
）５
１
４
８

・
投
下
固
定
資
産
総
額
５
，０
０

０
万
円
以
上

・
用
途
取
得
を
伴
う
場
合
は
、
取

得
後
３
年
以
内
に
操
業
開
始

申
請
期
限

　

毎
年
度
３
月
10
日
ま
で

雇
用
促
進
奨
励
金

交
付
額

　

新
規
雇
用
の
う
ち
、
市
内
に
住

所
を
有
す
る
者
一
人
に
つ
き
10
万

円
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
事
業
者
お
よ
び
業
種

　

本
市
に
工
場
等
を
新
設
、
増
設

ま
た
は
移
転（
既
存
工
場
等
の
取

得
を
含
む
）さ
れ
た
事
業
者

交
付
要
件（
新
設
、
増
設
、
移
転

と
も
同
要
件
）

・
用
地
取
得
面
積
１
，０
０
０
㎡

以
上
ま
た
は
建
築（
取
得
）面
積

３
３
０
㎡
以
上

・
新
規
雇
用
者
が
操
業
開
始
の
日

か
ら
90
日
以
内
に
10
人
以
上
で
、

引
き
続
き
１
年
以
上
雇
用
し
て

い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
新
規
雇

用
者
の
う
ち
市
内
に
住
所
を
有

す
る
も
の
が
半
数
以
上

申
請
期
限

　

操
業
開
始
の
日
以
後
１
年
６
月

以
内

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

商
工
課
企
業
誘
致
係

　

☎（
55
）５
１
２
１

　

市
で
は
、
工
場
等
を
新
設
、
増

設
ま
た
は
移
転
し
た
場
合
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

工
場
等
立
地
奨
励
金

交
付
額

　

工
場
等
の
設
置
に
か
か
わ
る
土

地
、
家
屋
、
償
却
資
産
に
対
す
る

固
定
資
産
税
相
当
額
を
５
年
間
交

付
し
ま
す
。

対
象
事
業
者

　

本
市
に
工
場
等
を
新
設
、
増
設

ま
た
は
移
転（
既
存
工
場
等
の
取

得
を
含
む
）さ
れ
た
事
業
者

対
象
業
種

　

製
造
業
、
道
路
貨
物
運
送
業
、

倉
庫
業
、
卸
売
業
等

奨
励
金
の
交
付
要
件

①
新
設
の
場
合

・
用
地
取
得
面
積
１
，５
０
０
㎡

以
上
で
建
築（
取
得
）面
積
５
０

０
㎡
以
上

・
投
下
固
定
資
産
総
額
７
，５
０

０
万
円
以
上

・
用
地
取
得
後
３
年
以
内
に
操
業

開
始

②
増
設
ま
た
は
移
転
の
場
合

・
用
地
取
得
面
積
１
，０
０
０
㎡

以
上
ま
た
は
建
築（
取
得
）面
積

３
３
０
㎡
以
上

　

経
済
情
勢
の
悪
化
等
に
よ
る
市

民
生
活
お
よ
び
市
内
事
業
所
の
資

金
繰
り
対
策
を
支
援
す
る
た
め
、

次
に
よ
り
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
二
本
松
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
生
活
福
祉
資
金
等
の

相
談
受
付
等
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

窓
口
業
務
を
行
う
日
時

　

12
月
29
日（
木
）、
30
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

取
扱
業
務

①
福
祉
課　

生
活
保
護
の
相
談
、

住
宅
手
当
、
そ
の
他
生
活
相
談

②
商
工
課　

緊
急
保
証
制
度
の
認

定
、
制
度
資
金
の
相
談

③
市
民
課　

①
〜
②
の
業
務
に
必

要
な
証
明
書
等
の
発
行

④
二
本
松
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

生
活
福
祉
資
金
お
よ
び
生
活
援

助
資
金
貸
付
相
談

窓
口
開
設
場
所

　

福
祉
部
福
祉
課
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
本
庁
１
階
西
側
）１
階
東
側
休

日
入
口
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎（
55
）５
１
１
１

　

商
工
課
商
工
振
興
係

　

☎（
55
）５
１
２
０

「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
」登
載
申
請
を
受
付

工
場
等
を
設
置（
増
設
）す
る

事
業
者
の
皆
様
へ

年
末
の
生
活
相
談
お
よ
び
金
融

相
談
窓
口
を
開
設
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福島平野斎場
大 山 斎 場
東 和 斎 場

ほうりん斎場
ほうりん法要ホール

15－1

2－286－1

1－4
19－7

　

秋
の
叙
勲
、
危
険
業
務
従
事

者
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、

各
分
野
で
活
躍
・
貢
献
さ
れ
た

方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
皆
様
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

瑞宝双光章
赤
あ か つ

津　洋
ようすけ

輔さん（70）
元福島県警部（郭内）

旭日小綬章
齋
さいとう

藤　元
はじめ

さん（70）
元二本松市議会議員（本町）

瑞宝単光章
髙
たか

木
ぎ

　啓
けいいち

一さん（85）
元日本国有鉄道職員（本町）

瑞宝双光章
井
い が わ

川　一
か ず お

男さん（61）
元1等陸尉（下長折）

旭日小綬章
安
や す だ

田　壽
と し お

男さん（79）
元全国新聞情報農業協同組合

連合会代表理事会長（毘沙門堂）

瑞宝双光章
小
こ や つ

谷津　登
のぼる

さん（70）
元福島県警部（亀谷）

旭日双光章
佐
さ と う

藤　清
せいいち

一さん（80）
元二本松市議会議員（吉倉）

栄
え
あ
る
叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

栄
え
あ
る
叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

名
誉
市
民
橋
本
堅
太
郎
氏

名
誉
市
民
橋
本
堅
太
郎
氏

  

文
化
功
労
者
に
顕
彰

文
化
功
労
者
に
顕
彰

　

当
市
の
名
誉
市
民
で
、
日
本

芸
術
院
会
員
の
彫
刻
家
橋
本
堅

太
郎
氏
が
、
文
化
功
労
者
に
選

ば
れ
、
11
月
４
日
に
そ
の
顕
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

橋
本
氏
は
、
昭
和
５
年
に
二

本
松
市
出
身
の
彫
刻
家
故
橋
本

高
昇
氏
の
長
男
と
し
て
東
京
で

生
ま
れ
、
小
学
校
入
学
ま
で
の

ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
両
親
の
古

里
・
二
本
松
で
過
ご
さ
れ
て
い

ま
す
。
東
京
芸
術
大
学
彫
刻
科

を
卒
業
、
卒
業
の
翌
年
に
は
日

展
に「
少
女
」を
出
品
し
初
入
選

さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
57
年
に
東
京
学
芸
大
学

教
授
、
平
成
２
年
に
日
展
評
議

員
な
ど
を
経
て
、
平
成
４
年
に

改
組
第
24
回
日
展
に「
清
冽
」を

出
品
し
、
文
部
大
臣
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。
平
成
８
年
に
は

前
年
日
展
出
品
作「
竹
園
生
」で

第
52
回
日
本
芸
術
院
賞
に
輝
い

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
顕
彰
は
、
名
誉
市
民

で
あ
ら
れ
た
日
本
画
家
故
大
山

忠
作
氏（
後
に
文
化
勲
章
を
受

章
）に
続
い
て
の
快
挙
と
な
り

ま
す
。


